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第２章 平成２２年度（2010 年度）の実施状況 

 ●子どもと本をつなぐ地域交流会 

 

 

・参加者  保健師・保育士・行政職員・図書館司書・学校司書・おはなしボランティア・ 

子ども文庫世話人（合計３０名の参加） 

・内容   第１期実施計画を平成２１年度に終えたこの機会に、子どもや子どもに関わる施

設（小・中学校の学校図書館どちらか）の見学を実施、その後交流の場をもつ 

・見学先  東丘小学校・第八中学校 

（学校司書の方より学校図書館の果たす役割などについて解説。） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

パート１ 平成２２年（2010 年）１２月１６日（木）千里図書館

集会室にて 

   ～学校司書からの報告～ 

ワーキンググループのメンバーでもある

学校司書からは、学校へ公共図書館から

支援があること、先生と司書が授業で連

携を進めていること、学校司書がいるこ

とで生徒のプライバシーに配慮できてい

るなど、さらに詳しいお話を聞くことが

できました。 

中学校の学校図書館見学 

小学校の学校図書館見学 

千里図書館での交流会（学校司書からの報告） 
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・学校図書館の見学後の感想・意見等 

○「フローリングで落ち着いた感じがしてよかった」 

○「本の展示の工夫が良い」 

○「同じ市の図書館でも改修できているところとそうでないところでは差がある」 

○「男女関係なくほっとできる場所」 

○「学校司書の方の細やかな配慮がよくわかった」 

○「学校に子どもが通っていても実際に学校図書館を見学させてもらう機会がないので良

い経験になった」 

○「当日の学校司書の方に聞きたいことを前もって集約しておくなど、短時間においても

有効な交流会とするため、進行を綿密に計画しておくべきだった」 

 

 

 

・参加者  保育士・行政職員・関係機関職員・図書館司書・学校司書・おはなしボランテ

ィア・子ども文庫世話人・大学生（合計３３名の参加） 

・内容    第１期実施計画を平成２１年度に終えたこの機会に、子どもや子どもに関わ

る施設の見学を実施、その後交流の場をもつ 

・見学先   Ａコース：すてっぷ、とよなか国際交流協会 

       Ｂコース：すこやかプラザ内の中部保健センター、子育て支援センターほっぺ、

社会福祉協議会等（事前に４か月児健診の見学も実施） 

 

 

 

 

 

パート２ 平成２３年（2011 年）１月２１日（金）すてっぷ 視聴覚室にて 

 

国際交流センターの

見学 

 

国際交流センターの見学 

 

すてっぷの見学 
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・Ａコース（すてっぷ、とよなか国際交流協会）での感想・意見等 

○「チラシをたくさんまくより、こういう施設があるということを近所の外国人に伝えるやり

方もある」 

○「これから活動したい人にとって、それぞれのスペースで何をしているのかわかる」 

 

・Ｂコース（すこやかプラザ）での感想・意見等 

○（４か月児健診の見学で）「図書館司書が講話で赤ちゃんに絵本の『いないいないばあ』を読

み聞かせした時、赤ちゃんがじーっと絵本を見ており絵本の力を感じた」 

○「４か月児健診は初めての健診でどきどきしながら出かけ、日頃赤ちゃんと２人きりで子育

てしている中、絵本をきっかけに大人とおはなしできるのは保護者にとってありがたいと

思う」 

○「プレイルームに多くの親子が来ており、保護者同士のつながりが薄れる中、こういう場が

あるのはいい」 

○「もう少し子どもに関わる事業にしぼって話を聞きたかった」 

○「こういった施設での取り組みの現状をどこまで発信できているのか」 

 

・全体を通しての感想・意見等 

○「様々な活動を行っていらっしゃる方々と交流し、意見をお聞きすることができてとても勉

強になった」 

○（全般的に見学と移動に時間がかかったため）「話し合いの時間が少ない」 

 

 

 

 

すこやかプラザでの見学 

すてっぷでの交流の様子 
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平成２２（2010）年度の地域交流会では交流会の中で学校図書館や子どもに関わる施設を

見学し、その後見学した内容を参加者間で共有するとともに、学校図書館やこれらの施設をい

かしてどのように読書活動をすすめていくのか、現状における課題や、課題を解決するための

さまざまなアイデアを提案していただきました。本年度は実際に子どもや子どもの読書に関わ

る施設見学を通して、蔵書の状況や取り組みなどを直接見ることで、より具体的な子ども読書

活動について知っていただく機会となりました。 

また読み聞かせなどに関わる市民のほか、市の関連部局・関連機関の職員や学校司書、大

学生など多様な立場からの参加を得られたことから、第1期の実施計画を終了したこの機会に、

地域における子ども読書活動のイメージを参加者で共有することができました。 

一方、交流会開催の中で運営上のいくつかの課題が明らかになりました。アンケートの中

で多くいただいた意見は見学や移動の時間が必要になったため、充分討議の時間がとれなかっ

たというものでした。また参加者が別々の施設を見学した後に情報交流を行った場合、実際に

見学していない施設についての話を聞いてもイメージがつかみにくいといったご意見もあり

ました。これらの点をふまえ、地域で子どもと本に関わる関係者が交流しながら情報を共有し、

地域での活動を活性化できるような場を今後も継続的にもつことが必要と考えています。 

   

 

平成２２年度（2010 年度）まとめ 



日時

参加人数(うち
運営に関わった
WGメンバー） 30 （8） 37 （14）

見学施設
小学校学校図書館 中学校学校図書館

すてっぷ、とよなか国
際交流センター すこやかプラザ

参加者の
おもな構成

当日の内容

討議の
テーマ

子どもたちにとって一
番身近である学校図書
館を見学できてよかっ
た。いろいろなところ
で活動されている方と
お話できたのも自分の
活動について考える
チャンスになると思っ
た。

（施設を）目で見て雰
囲気を感じることがで
きたので、図書館がと
ても充実していること
や課題も具体的に理解
できたかと思います。

交流会の参加は今回が
はじめてだったのです
が、様々な活動を行っ
ていらっしゃる方々と
交流し、意見をお聞き
することができてとて
も勉強になりました。

読書活動のボランティ
アをされている方の活
動内容や活動に対する
思いなどを意見しあう
機会があればと思いま
した。

学校に行ってからどう
いうスケジュールで話
し合うか、質問するか
など事前にタイムスケ
ジュールが組んである
と、もっと最後の質問
がでたかなと思いまし
た。

休み時間の間に図書室
まで行くのに時間がか
かるそうで、授業や読
書にふれる時間を学校
にいる時間内に組み込
んでいける取組みが重
要だと感じました。

話し合いの時間が短い
ように思う。

たくさんの方が気軽に
参加できる講演会など
があるとよいと思いま
す。子どもも連れてい
けるものもあるとあり
がたいです。

２０分休憩に子どもた
ちが（図書館を）利用
する様子をみたかっ
た。こんな見学が実現
できる関係性ができて
いるのは貴重なことだ
し、これまでの様々な
取組みがあってこその
ことだと思う。せっか
くの機会を最大限にい
かすために、あともう
少し綿密な準備が必要
だったのでは。

小中学校図書館が見学
ができてよかったで
す。中学校で国語教科
の時にもっと図書館を
利用しては？

（WGより）広報やチラ
シ、施設を見るだけと違
い、それぞれの施設の思
いやねらいを聞きつつそ
の活動を見るのとは理解
がまったく違いよくわか
りました。様々な施設で
このような交流会が行わ
れるといいと思います
（できればもっと気軽に
ふらっと参加できる形も
いいかも）

（WGより）交流会に初
参加、2回目の人と何度
もきている人、WGのメ
ンバーとの求めるもの
が違うのかなとと感じ
ました。

小学生と中学生の子ど
もがいても実際の学校
図書館を見学させても
らう機会はなかなかな
いので、よい経験をさ
せていただきました。

第１期（実施計画）の
課題を一歩一歩ふみ固
めていける第２期で
あったらいいと思いま
す。

（WGより）見学場所を
2ヵ所にわけてありまし
たが、理由を知りた
い。参加人数もそれほ
ど多くなく、1ヵ所でも
よかったのでは。その
ほうが後の交流会の時
間に余裕ができたので
は。

（WGより）今回出た問
題点、情報の発信など
を深めていけたらと思
う。

平成22(2010)年度子どもと本をつなぐ地域交流会

パート１ パート２

平成22年（2010年）　　１２月１６日 平成23年（2011年）　　　１月２１日

①施設見学②グループ討議・発表 ①施設見学②グループ討議・発表　　（事前
に４か月児健診の見学あり、4名参加）

当日のアン
ケートより

ＷＧ：子ども読書活動推進連絡協議会ワーキンググループ委員

施設見学をして、「印象に残ったところ」「疑問に思ったところ」をグループごとに出し合
い、発表する。

ボランティアグループ10、子ども文庫3、学校
司書など

ボランティアグループ11、子ども文庫2、大学
生など
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● 「とよなかこども読書マップ」 

子どもたちが身近なところで本に親しめるよう、市内で本が借りられるところやおはなし

会を実施している施設や場所などの情報を集めて「とよなか こども読書マップ」を作成し

ました。子ども文庫や保育園、幼稚園など５２ヵ所の施設や場所を掲載しています。平成２

２（2010）年度は１万部を発行して、１歳６か月児健診や子育て支援センター、幼児教育支

援センターたんぽぽ等の子どもに関わる市内の施設で配布しました。 

● 領域ごとの取り組み 

領域ごとの全体の事業数と新規事業数とともに、その実施事業数の取り組み状況を一覧

にしたものです。 （詳しくは 14 ページ～51ページをご覧ください） 

事業の取り組み状況 

 

 

全体の事業数 平成 22(2010)年度 

実施事業数 

１ 家庭・地域 １９ １９ 

２ 地域の公共 施設 ３４ ３０ 

３ 保育所（園）・幼稚園 ２２ ２１ 

４ 学校 ２０ ２０ 

５ 障害のある子どもや外国人の子

ども 

２７ ２６ 

６ 市立図書館 ３８ ３７ 

計 １６０ １５３ 

平成 22年度からの新規事業が 2事業あり 

（豊中市子ども読書活動推進計画第２期実施計画に未掲載） 


